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	 再生医療社会実現に向けて国民の思考基盤をつくることを目的とした。すなわち、未確立の技術である再生医療に

は乗り越えなければならない課題も数多くあり、それらの課題を乗り越えるには医療の享受者である国民が再生医療

の在り方を考える必要がある。そこで、その手段の一つとして、国民が再生医療に対して興味を持ち理解を深めるこ

とができる教具 (iPS さいぼう BINGO) を作成した。 

 

 

はじめに 
 

京都大学の山中伸弥教授はマウス1) およびヒト2)	 由来の細胞からiPS細胞を作り出すことに成功
し、イギリスのケンブリッジ大学名誉教授のジョン・ガードン博士と共に、2012年ノーベル生理学・
医学賞を受賞した 3)。現在、iPS細胞を活用した疾病原因の解明、新薬の創出、細胞移植治療などの
研究が進められており、2014年 9月 12日には滲出型加齢黄斑変性の患者に対して患者の皮膚由来
の iPS細胞から作製されたシート状の網膜細胞を移植して、視機能の維持、改善することを目的と
した臨床試験が世界で初めて実施された 4)。さらに、来年度はパーキンソン病、血小板減少症の臨

床試験が予定されており 5)、iPS細胞を用いた再生医療技術はさまざまな疾患で臨床試験の段階に入
り、再生医療が治療法の１つに加わる日も着実に近づいている。 

iPS 細胞を活用した再生医療の技術は、治療法や有効な薬のない疾病を患う患者さんに新たな希
望をもたらした。しかし、希望と同時に未知の医療技術に対して不安を抱く人も多い。 
私たちの調査結果 6) では、 iPS細胞や再生医療に対して心配や不安を抱く人が 4 割程いることが
明らかになった。命に関わる再生医療において、国民の抱く心配や不安を限りなく低くすること 
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は重要である。これからの再生医療社会実現に向けて、心配や不安の声を解消する活動が必要なの

ではないかと考えられた。そこで、国民が再生医療に対して興味を持ち理解を深めることができる

教具 (iPS さいぼう BINGO) を作成した。 
 
 

方法 
 

	 「iPSさいぼう BINGO」を作り、実践として iPS細胞に関する基本的な知識の教授を行い、事後
質問紙調査を行った。2014 年 12 月 23 日に茨城大学でシンポジウム「iPS細胞と再生医療の現状
とその未来」を開催した。第 1 部の中で「iPSさいぼう BINGO」を実践した。 

 

 
 

結果 
 

[1] BINGOシート 

 BINGOシートは以下のようなものを作成した。ピンク、水色、緑、黄色の 4色のシートがあ
り、4 色のシートそれぞれに記載されている問題内容は異なる。マスには 2種類あり、iPS 細
胞やヒトの体にまつわるクイズが書かれている「クエスチョンマス」、iPS 細胞を使用した治
療を受けるかどうかを尋ねる「インタビューマス」である。 
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[2] ルール 
ルール (1) 
参加者は、会場内を自由移動しながら違う色の BINGO シートを持った人と 2 人 1 組にな

る。同じ問題が記載されている同色の BINGO シートの人とは組むことができない。 
 
ルール (2) 

2 人組ができたら、組んだ人と BINGO シートのマスに書かれているクイズあるいは質問を
出し合う。それぞれのマスのクリア条件は以下のとおりである。 
・クエスチョンマス 
クエスチョンマスでは相手に問題を出して、相手が正解出来たらスタッフからシールをも

らって右下の四角にシールをはることでマスを開くことができる。ただし、相手が不正解の

時はシールをもらうことはできずマスを開くことはできない。シールは互いに出し合った後

にもらいに行く。 
・インタビューマス 
インタビューマスでは、マスに書かれている質問を相手にインタビューして、相手の答え

を下の四角に書くことでマスを開くことができる。その際、理由も尋ねる。 
 
ルール (3) 
質問の仕方として、問題を出した人は答える役に、答えた人は出す役に交替する。お互い問

題を出し合い、マスが開いたらシールをスタッフから貰って貼る。この流れが終了したらお礼

を言って次の違う色の BINGO シートの人を探す。ただし、違う色の BINGO シートの人で
あっても、同じ人とは 2 回以上はできない。 
 
ルール (4) 
制限時間を設ける。(公開シンポジウムでは 10 分で行った) 

 

[3] 当日の流れ 
	 当日は以下のように流れで行った。 

2 min 

(2 min) 

○挨拶 

「おはようございます。本日の第一部《iPSさいぼうビンゴをやっ

てみよう》を担当します小原由子です。よろしくお願いします。」 

 

 
1 min 

(3 min) 

○テーマ発表＜iPSさいぼうビンゴをやってみよう＞ 

「これから皆さんに iPS細胞についてもっと知って頂きたいと思

い，入り口で配布した iPS 細胞のビンゴをやって頂こうと思いま

す。」 
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2 min 

(5 min) 

○ルール説明 

「このビンゴは自分でマスを開けていかない少し変わったビンゴ

です。それではどうやって開ければよいのかルールをパワーポイ

ントを使って説明します。また，説明に使用するパワーポイント

を印刷した資料が配布した冊子の15ページにありますので参考に

してください。」 

 

1 min 

(6 min) 

ルール①「それでは説明を始めます。BINGOシートには 4 色あ

ります。立って移動しながら違う色の BINGO シートの人と 2 人 

1 組になってください。同じ色のシートの人とは組まないでくだ

さい。」 

 
1 min 

(7 min) 

ルール②「次にルール②です。組んだ人と BINGO シートのマス

に書かれている問題あるいは質問を出し合いっこします。マスに

は，iPS 細胞やヒトの体にまつわる問題が書いてあるクエスチョ

ンマスと，主に様々な病気で iPS 細胞を使った治療を受けるかど

うかをたずねるインタビューマスがあります。開けたいマスの問

題あるいは質問を相手に 1 問だけ出すことができます。」 
 

1 min 

(8 min) 

＜クエスチョンマス＞ 

「それではまずクエスチョンマスについて説明します。相手に問

題を出し，相手が正解出来たらマスを開けることができます。開

いた時はその証としてお互いに問題を出し合った後にスタッフか

らシールをもらって貼ってください。不正解の時はシールをもら

うことが出来ません。」 
 

1 min 

(9 min) 

＜インタビューマス＞ 

「続いてインタビューマスです。インタビューマスでは，相手に

インタビューしてその答えをマスに書くことでマスが開きます。

理由も聞いてみて下さい。」 

 
1 min 

(10 min) 

ルール③「問題を出した人は答える役に，答えた人は出す役に交

替しましょう。マスが開いてスタッフからシールをもらい，はる

ことができたらお礼を言って次の違う色の BINGO シートの人を

探しましょう。同じ人とは 2 回以上はできません。」 
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3 min 

(13 min) 

「以上がルール説明です。それでは，ゲームに入る前に普通のビ

ンゴは真ん中のマスを自分で開けて始めますよね？そこで問題を

解く練習として二人組は組みませんが，真ん中の問題を自分で解

いてみましょう。」 

 
1 min 

(14 min) 

「はい，できましたか？正解は③です。正解した人は手を挙げて

ください。スタッフがシールを配ります。」 

 
10 min 

(24 min) 

○ビンゴ開始（10分） 

「それではビンゴゲームを始めましょう！制限時間は10分です。」 

 
1 min 

(25 min) 

○ビンゴ終了 

「はい，時間なのでビンゴをやめて元の席に戻りましょう。」 

「どのくらい開きましたかね。全部開いた人はいますか。そのか

たは最後に賞品を贈呈します。」 

 

2 min 

(27 min) 

○解説 

「ここで iPS細胞について簡単にパワーポイントと解説シートを

つかって説明していきたいと思います。解説シートを配ります。」 

「（解説後）他の問題の解説については，解説シートを参考にして

ください。」 

 

2 min 

(29 min) 

○賞品授与 

「それではお待ちかねの方もいると思いますが，9個開いた人へ商

品を授与したいと思います。9個開いた人は前にきてください。」 

「おめでとうございます。」 

・賞品を渡していく。 

BGM 

1min 

(30min) 

○まとめ 

「皆さん，少しでも iPS細胞について知ることが出来ましたか？

ここで学んだことと第二部で学ぶことと合わせて，みなさんが再

生医療社会をイメージしやすくなれば良いなと思います。それで

は第一部	 ＜iPSさいぼうビンゴをやってみよう＞を終わります。

ありがとうございました。」 
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[4] アンケート結果 
	 iPSさいぼうBINGOを行ったあとアンケートを実施した。 
(1) 対象属性 
シンポジウムに参加した小学生から成人の 47名を対象とした。 

 

(2) iPSさいぼうBINGOをやってみて、iPS 細胞や再生医療に関して理解が深まりましたか? 
	 ねらいの 1つである再生医療に関する基礎的な知識の教授を行い、どのくらい理解が深まったか
を明らかにする目的で、「iPS 細胞をやってみて、iPS 細胞や再生医療に関して理解が深まりました
か?	 (選択肢) そう思わない・あまりそう思わない・どちらでもない・少しそう思う・そう思う」
と質問した。その結果、「そう思わない」と回答したのは 0 名 (0%)、「あまりそう思わない」が 2
名( 4.3%)、「どちらでもない」が 1名 (2.1%)、「少しそう思う」が 10名 (21.3%)、「そう思う」が 34
名 (72.3%)であった。 

 

 

(3) iPSさいぼうBINGOの中でほかの参加者の方々と交流を持ったことで話しやすくなりましたか? 
	「iPSさいぼうBINGOの中でほかの参加者の方々と交流を持ったことで話しやすくなりましたか?	
(選択肢) そう思わない・あまりそう思わない・どちらでもない・少しそう思う・そう思う」と質問
した。その結果、「そう思わない」と回答したのは 0名 (0%)、「あまりそう思わない」が 0 名 (0%)、
「どちらでもない」が 6 名 (12.8%)、「少しそう思う」が 15 名 (31.9%)、「そう思う」が 26 名  
(55.3%)  であった。 
 

72.3% 

21.3% 

2.1% 4.3% 0% 

iPS細胞や再生医療に関して 
理解が深まったか	

そう思う	

少しそう思う	

どちらでもない	

あまりそう思わない	

そう思わない	
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(4) 自由記述	
	 アンケート最後に自由記述欄を設けた。そして本研究に対する意見だと明らかなものを以下にま

とめた。 
・中学生にもわかりやすい内容であった。 
・ES細胞と iPS細胞の違いがわかった。 
・説明が分かりやすかった。 
・BINGO企画がよかった。 
・iPS 細胞というものが少し身近に感じられるようになった。早く医療に取り入れられたらよいと
思う。 

 
 

考察 
 

 (1) iPSさいぼうBINGOを通して iPS細胞や再生医療について理解を深めることが出来た 
	 iPS細胞や再生医療に関する知識の教授を目的として iPSさいぼうBINGOを作成し、 iPSさいぼ
うBINGOを通して iPS 細胞や再生医療について理解を深めることが出来たかどうかを事後アンケ
ートで尋ねたところ、「少しそう思う」が 10名 (21.3%)、「そう思う」が 34名 (72.3%)だった。以上
の結果から、iPSさいぼうBINGOは iPS細胞や再生医療について理解を深める教具として有効的だ
と考えられた。ただし、制限時間が短いと BINGO になる可能性が低くなり、ゲームとして楽しむ
余裕を奪ってしまう可能性があるため、対象者に合わせて制限時間の設定を調整する注意があると

思われる。 
 

(2) iPSさいぼうBINGOを通して、参加者同士の交流を深めるには有効的である 

55.3% 31.9% 

12.8% 

0% 0% 

ほかの参加者の方々と交流を持った
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	 事後アンケートにて iPSさいぼう BINGOを通してほかの参加者の方々と交流を持ったことで話
しやすくなったかどうか尋ねたところ、「少しそう思う」が 15名(31.9%)、「そう思う」が 26名(55.3%)
であった。以上の結果から、参加者同士の交流を深めるには有効的であったと考えられる。当日の

参加者は自ら活発に移動し、積極的にゲームに取り組んでいた様子であったため、ゲームを楽しん

でもらうためにプレイヤー同士が簡単にコミュニケーションする段階で最適なのではないかと考え

られる。初対面であっても本 BINGO ゲームを通して交流を深められるようになり、例えば、ディ
スカッションなど意見交換などをする全段階として本 BINGO を取り入れると、知識の教授や復習
とともに交流を通して活発な意見交換ができるようになるのではないかと思われる。 
 

(3) 総括 
	 再生医療に関する知識は複雑な内容を含んでいる。そのような複雑な知識を正しく理解できる方

法が、再生医療の発展とともに不可欠になると想定し、分かりやすく、かつ楽しんで学んでもらえ

るように、iPSさいぼう BINGOを考案した。アンケート結果から、iPSさいぼう BINGOは、プレ
イヤー同士のコミュニケーションを通じて楽しさを味わいながら、iPS 細胞や再生医療について理
解を深める教具として有効的であることが明らかになった。 
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